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電
話
は
、
明
治
二
十
三
年
に
東
京
・

横
浜
間
で
開
通
し
、
一
般
の
利
用
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

笠
松
に
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇

七
）
に
電
話
が
開
通
し
ま
し
た
。
岐
阜

日
日
新
聞
の
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

十
月
二
十
六
日
の
記
事
に
よ
り
ま
す
と
、

笠
松
の
電
話
加
入
者
は
六
十
人
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
電
話
は
、
そ
の
後
も

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
通
信
文
化
の

花
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
笠
松
電
信
電
話
局
管
内
の
加

入
数
は
、
昭
和
二
十
一
年
に
三
百
三
十

六
台
、
昭
和
二
十
八
年
に
は
五
百
六
十

八
台
と
な
り
、
こ
の
年
以
降
は
特
に
著

し
く
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

電
話
加
入
数
の
増
加
と
共
に
サ
ー
ビ

ス
も
向
上
し
て
い
き
、
先
ず
電
話
の
自

動
化
は
、
県
下
で
は
昭
和
二
十
八
年
六

月
、
大
垣
市
を
最
初
に
、
三
十
年
に
岐
阜

市
、
三
十
二
年
に
は
笠
松
町
と
順
次
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
化
以
後
の
笠

松
の
加
入
電
話
数
は
、
多
い
年
に
は
年

間
六
百
台
も
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
は
市
外

 
電  
話  
機 

で
ん 
わ 

き
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【会期】３月１日（火）～２１日（月）

【開館時間】午前９時～午後５時

【休館日】月曜日、祝日の場合はその翌日

【入館料】無料

る
簡
易
公
衆
電
話
と
委
託
公
衆
電
話
、

昭
和
三
十
四
年
か
ら
喫
茶
店
な
ど
に
置

か
れ
た
ピ
ン
ク
電
話
、
昭
和
三
十
六
年

か
ら
鋼
鉄
製
の
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
が

設
置
さ
れ
、
利
用
者
の
便
宜
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
七
年
に
は
カ
ー
ド
式
公
衆

電
話
の
登
場
が
あ
り
、
公
衆
電
話
の
利

用
は
増
え
て
行
き
ま
し
た
が
、
携
帯
電

話
の
普
及
に
よ
り
そ
の
利
用
は
減
少
し

ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
一
般
の
電
話
に
も
お
よ

び
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
比
較
的
小
規

模
の
事
務
所
や
商
店
な
ど
で
使
用
さ
れ

る
切
替
ボ
タ
ン
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
電
話
、

昭
和
四
十
七
年
か
ら
は
一
本
の
電
話
で

四
台
ま
で
の
電
話
機
が
利
用
で
き
る

ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
も
利
用
さ
れ
始
め
ま

し
た
。

　

終
戦
直
後
の
困
難
な
状
況
か
ら
立
ち

直
っ
た
電
話
は
、
電
電
公
社
の
サ
ー
ビ

ス
面
で
の
努
力
も
あ
っ
て
驚
異
的
な
増

加
を
続
け
、
笠
松
の
場
合
、
昭
和
四
十

七
年
ま
で
は
電
話
加
入
数
は
世
帯
数
を

下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
四
十
八
年
か

ら
は
一
家
に
一
台
の
電
話
が
普
及
し
ま

し
た
。

　

更
に
そ
の
後
も
増
加
し
続
け
て
昭
和

五
十
七
年
に
は
世
帯
数
六
千
百
六
十
六

に
対
し
加
入
電
話
数
は
八
千
四
百
三
十

七
台
に
も
達
し
ま
し
た
。

　

資
料
館
で
は
、
民
俗
資
料
と
し
て
明

治
三
十
年
の
デ
ル
ビ
ル
磁
石
式
甲
号
卓

上
電
話
機
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

局
番
の
改
善
が
あ
り
ま
す
。
従
来
、
市
外

電
話
回
線
に
は
制
限
が
あ
り
、
電
話
局
に

市
外
通
話
を
申
し
込
ん
で
も
す
ぐ
に
は

通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
良
が
重
ね
ら

れ
即
時
通
話
が
実
現
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
公
衆
電
話
の
設
置
も
戦
後
大

き
く
進
展
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

終
戦
時
に
は
、
東
海
四
県
を
合
わ
せ

て
も
使
用
可
能
な
公
衆
電
話
は
わ
ず
か

六
十
台
程
度
で
し
た
か
ら
事
実
上
な
い

に
等
し
い
も
の
で
し
た
が
、
昭
和
二
十

二
年
か
ら
普
通
公
衆
電
話
、
昭
和
二
十

六
年
か
ら
い
わ
ゆ
る
赤
電
話
と
呼
ば
れ




